
藍
の
家
を
次
の
時
代
へ

― 

藍
の
家
保
存
会

　
藍
の
家
は
明
治
34
年
に
建
て
ら
れ

た
染
め
物
屋
の
建
物
で
し
た
。
保
存

に
向
け
た
活
動
を
し
て
い
た
当
時
も

今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
は
、
地
域

の
人
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
話
が
で
き

る
憩
い
の
場
で
あ
る
こ
と
で
す
。
西

鉄
宮
地
岳
線
が
あ
っ
た
頃
は
、
福
岡

市
か
ら
電
車
を
乗
り
継
い
で
来
て
い

た
人
も
い
ま
し
た
。
市
外
や
県
外
で

も
藍
の
家
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人

が
多
く
い
て
、
驚
く
と
同
時
に
誇
ら

し
く
思
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、
先

人
た
ち
の
多
く
の
努
力
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
今

日
、
藍
の
家
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
子
や
孫
に
つ

な
い
で
い
く
こ
と
が
使
命
で
す
。

▲藍の家を運営している皆さん
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福
間
駅
は
生
活
の
一
部

― 

山
本
武
利
さ
ん

　
私
は
北
九
州
市
の
会
社
に
勤
め
て

い
た
の
で
、
毎
日
福
間
駅
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
昭
和
50
年
代
頃
ま
で

は
古
賀
駅
を
発
車
し
た
列
車
の
汽
笛

の
音
が
聞
こ
え
る
く
ら
い
、
駅
周
辺

に
は
建
物
が
な
く
、
田
園
風
景
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
22
年
に
新

駅
舎
に
な
る
ま
で
、
改
札
と
乗
り
場

が
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
、
電
車
に

走
っ
て
乗
り
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
昔
は
駅
前
に
は
立
ち
飲
み
屋

が
多
く
あ
り
、
夜
は
仕
事
帰
り
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
６

年
に
退
職
し
て
か
ら
は
、
趣
味
の
ビ

デ
オ
と
カ
メ
ラ
で
街
中
を
撮
影
し
て

回
っ
て
い
ま
す
。
駅
舎
が
変
わ
る
前

後
の
映
像
を
見
返
す
と
、
当
時
を
思

い
出
し
ま
す
。

▲みやじ口に残る旧駅舎の一部を見る山本さん

津
屋
崎
町
民
体
育
館
（
現
・
津
屋
崎
中
学
校

体
育
館
）
が
開
館

津
屋
崎
町
で
と
び
う
め
国
体
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
大
会
を
開
催
①

福
間
町
立
図
書
館
（
現
・
福
津
市
立
図
書
館
）
が
開
館
②

福
間
町
総
合
運
動
公
園
「
な
ま
ず
の
郷
」
が
開
園

県
道
１
９
９
号
北
九
州
福
岡
線
が
国
道
4
9
5
号
に
昇
格

津
屋
崎
文
化
会
館
「
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
」
が
開
館

久
末
総
合
公
園
「
み
ず
が
め
の
郷
」
が
開
園

「
津
屋
崎
千
軒
民
俗
館
藍
の
家
」
の
保
存
が
決
定
③

大
渇
水
に
よ
る
夜
間
８
時
間
の
断
水
を
実
施

「
あ
ん
ず
の
里
ふ
れ
あ
い
の
館
」
が
開
館

津
屋
崎
町
で
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手

「
ふ
れ
あ
い
広
場
ふ
く
ま
」
が
開
館
④

本
木
川
自
然
公
園
「
ほ
た
る
の
里
」
が
開
園

福
間
町
消
防
団
が
日
本
消
防
協
会
の
最
高
栄
誉
「
ま
と
い
」
を
受
章

福
間
町
と
津
屋
崎
町
で
不
燃
ご
み
の
分
別
収
集
を
開
始

平
成
元
年

平
成
2
年

平
成
4
年

平
成
5
年

平
成
6
年

平
成
8
年

平
成
9
年

平
成
10
年

平
成
11
年

福
間
町
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
と
ぴ
あ
」
が
開
館

「
福
間
漁
港
海
浜
公
園
」
が
開
園

福
間
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

津
屋
崎
町
総
合
福
祉
会
館
（
潮
湯
の
里
夕
陽
館
）
が
開
館

福
間
町
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
計
画
を
策
定

観
光
花
園
の
愛
称
を
「
西
郷
川
花
園
」
に
決
定

校
区
外
か
ら
の
通
学
を
特
例
的
に
認
め
る
小
規
模
校
特
別
認
可
制
度
を
勝
浦
小
学
校
で
開
始

ふ
く
と
ぴ
あ
に
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開
館

津
屋
崎
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

福
間
町
で
男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
制
定

津
屋
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
供
用
開
始

津
屋
崎
町
に
地
域
環
境
保
全
や
公
園
整
備
な
ど
環
境
整
備
の
業
務
と
、
う
み
が
め
保
護
と
広
報
啓

発
を
担
う
、
う
み
が
め
課
が
誕
生

津
屋
崎
町
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
を
制
定

広
報
ふ
く
ま
が
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
一
に

第
1
回
福
間
町
・
津
屋
崎
町
合
併
協
議
会
を
開
催

古
賀
市
外
1
市
4
町
じ
ん
芥
処
理
組
合
が
玄
界
環
境
組
合

に
名
称
変
更

福
間
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
都
市
計
画
が
決
定
⑤

福
間
町
が
男
女
共
同
参
画
都
市
を
宣
言

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
・
ふ
く
ま
」
が
開
所

福
間
町
で
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
を
開
校

「
津
屋
崎
小
学
校
南
校
舎
」
と
「
在
自
唐
坊
跡
展
示
館
」
が
完
成

「
宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
開
館

総
務
大
臣
の
告
示
に
よ
っ
て
、
福
津
市
の
誕
生
が
正
式
に
決
定

津
屋
崎
町
で
第
15
回
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
が
開
催

閉
町
式
を
開
催
⑥
⑦

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

　福
間
町
と
津
屋
崎
町
が
合
併
し
、
福
津
市
が
誕
生
し
た
の
も
平
成
の
出
来
事
で
す
。
今
回
は
福
津

市
が
歩
ん
で
き
た
平
成
30
年
間
の
主
な
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。

◀水不足の深刻さを伝えた
広報ふくま平成６年９月号

平成に入り最初の号となった▶
広報つやざき平成元年２月号

広報つやざき最終号の▶
平成 17年 1月号

特
集 

ふ
く
つ
平
成
史◀広報ふくま最終号の

平成 17年 1月号

は
な
え
ん

平成時代と
藍の家のことを
聞いてみた

昔から福間駅を
利用している人に
聞いてみた

①
②③④

⑤⑥⑦
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日
常
の
景
色
が
有
名
に
な
っ
た

― 

山
田
竜
馬
さ
ん

　
昨
年
で
31
歳
に
な
り
ま
し
た
。
学

生
時
代
は
、
友
達
と
大
峰
山
で
遊
ん

だ
り
、
海
で
釣
り
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
小
学
校
の
授
業
で
は
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
前
の
新
原
・
奴
山

古
墳
群
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
し
た
場
所
を

見
に
行
っ
た
の
も
思
い
出
で
す
。
こ

れ
ま
で
普
通
に
過
ご
し
て
き
た
場
所

が
、
こ
れ
ほ
ど
有
名
に
な
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
今
、
市
内

で
ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
と
、
３
月
に
開
店

し
た
ば
か
り
の
飲
食
店
を
経
営
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
よ
り
も

若
い
人
に
、
自
営
業
を
始
め
る
き
っ

か
け
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な

り
た
い
で
す
。

▲市商工会青年部に所属する山田さん

世
界
遺
産
が
身
近
に
な
っ
て

           

― 

増
田
美
佐
子
さ
ん

　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
が
「
神
宿
る

島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
名
の
知
れ
た
場
所
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
古
墳
群
で
「
ふ
く

つ
古
墳
馬
車
」
の
運
行
や
「
古
墳
ま

つ
り
」
や
「
お
馬
さ
ん
広
場
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
い
て
い

ま
す
。
登
録
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
他

の
構
成
資
産
と
の
連
携
な
ど
ま
だ
ま

だ
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私

に
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
場
所
を

知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り
で

す
。
福
津
に
あ
る
こ
の
世
界
の
宝
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
馬
車
や
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、
人
が
集
ま
っ
て
楽
し
め
る
場

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。▲増田さんと馬車を引っ張るオーロくん

福
津
市
が
誕
生
①

津
屋
崎
古
墳
群
が
国
指
定
史
跡
に
な
る

福
岡
県
西
方
沖
地
震
が
発
生
。市
内
で
は
震
度
５
弱
を
観
測

「
福
津
市
魚
セ
ン
タ
ー
」が
開
館

西
鉄
宮
地
岳
線
の
西
鉄
新
宮
と
津
屋
崎
の
間
が
部
分
廃
止
②

宗
像
地
区
事
務
組
合
が
誕
生

郷
づ
く
り
推
進
事
業
を
開
始

福
間
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
で
本
格
的
な
造
成
工
事
に
着
手

福
津
三
十
六
景
を
発
表

「
津
屋
崎
千
軒
民
俗
館
藍
の
家
」が
国
の
登
録
有
形
文
化
財（
建

造
物
）に
登
録

「
福
間
浄
化
セ
ン
タ
ー
」が
供
用
開
始

ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
が
運
行
開
始

福
津
市
ま
ち
お
こ
し
セ
ン
タ
ー「
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
」が
開
館

「
J
R
福
間
駅
」の
新
駅
舎
が
開
業
③

「
エ
ン
ゼ
ル
ス
ポ
ッ
ト
」が
開
館

「
津
屋
崎
千
軒
古
民
家
」で
初
代
運
営
者
が
営
業
ス
タ
ー
ト

J
R
福
間
駅
の
自
由
通
路
が
開
通
。市
行
政
・
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
ふ
っ
く
る
」が
開
館

ふ
く
つ
の
鯛
茶
づ
け
フ
ェ
ア
を
開
始

「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
津
」が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

福
津
暮
ら
し
の
旅
を
開
始

福
津
市
児
童
セ
ン
タ
ー「
F
U
C
S
T
A
」が
開
館

大
雨
で
西
郷
川
の
護
岸
が
崩
落
。道
路
が
長
期
間
通
行
止
め
に
④

福
間
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
。翌
日
か
ら
日
蒔
野
地
区
が
誕
生

津
屋
崎
祇
園
山
笠
が
発
足
３
０
０
年
、復
活
40
周
年
を
迎
え
る

平
成
17
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

平
成
31
年

新
元
号
元
年

新
元
号
２
年

市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設

市
制
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
⑤

市
の
木
を「
松
」、市
の
花
を「
あ
ん
ず
の
花
」「
菜
の
花
」に
決
定

人
口
が
６
万
人
に
到
達

宮
地
嶽
神
社
の
参
道
が「
光
の
道
」と
し
て
注
目
さ
れ
る

熊
本
地
震
が
発
生
。市
内
で
は
震
度
４
を
観
測

「
津
屋
崎
行
政
セ
ン
タ
ー
」が
開
所

庁
舎
を
福
間
庁
舎
に
統
合

広
報
ふ
く
つ
が
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
一
に
な
る

津
屋
崎
庁
舎
を
改
装
し「
カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
」が
開
館

「『
神
宿
る
島
』宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」が
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
⑥

「
ふ
く
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」が
開
所

平
成
30
年
7
月
豪
雨
が
発
生
。新
原
・
奴
山
古

墳
群
の
一
部
が
崩
れ
る
な
ど
被
害
を
受
け
る

地
域
商
社「
福
津
い
い
ざ
い
」を
設
立

古
賀
市
と
共
同
で
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ル
ー
マ
ニ
ア
柔
道
チ
ー
ム
事
前

キ
ャ
ン
プ
基
本
合
意
書
に
調
印
⑦

平
成
時
代
が
終
わ
る

新
元
号
時
代
が
始
ま
る

市
政
15
周
年

た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
あ
っ
た
平
成
時
代
。
市
は
来
年
１
月
で
誕
生
し
て
か
ら
15
年
を
迎
え
ま
す
。

平成29年の
世界遺産登録の
ことを聞いてみた

福
津
市
は
市
制
15
周
年

31歳の人に
思い出を
聞いてみた

平成元年
49,114人

平成15年
56,500人 平成19年

55,960人

平成30年
64,282人

25年20年15年10年 30年５年平成元年

７万人

６万人

５万人

住民基本台帳による各年９月末の人口

平成の人口変化
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◀広報ふくつ創刊号の
　平成 17年 1月 24日号
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